
小金井市長期計画審議会（第２回）次第 

 

日時 令和元年７月１２日（金）午後６時３０分から 

場所 小金井市役所本庁舎第一会議室 

 

【次第】 

 

１ 小金井市まち・ひと・しごと創生総合戦略等推進委員会からの意見書について 

 

２ 計画の構成と検討の進め方について 

 

３ 基本構想（素案）について 

 

４ 小金井市の将来像について 

 

５ まちづくりの基本姿勢について 

 

６ 次回以降の開催日について 

 

７ その他 
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№ 資　　　料　　　名 備　　考

第１回 1 小金井市長期計画審議会の運営等について（案） 【当日配付】

（6月28日） 2 小金井市市民参加条例、同施行規則（抜粋） 【当日配付】

3 小金井市附属機関等の会議に関する傍聴要領 【当日配付】

4 意見・提案シート 【当日配付】

5 基本構想・基本計画について 【当日配付】

6 小金井市長期総合計画策定方針 【当日配付】

7 小金井市長期総合計画討議要綱 【当日配付】

8
小金井市長期総合計画策定に当たっての市民意見まとめ
（令和元年６月２８日現在）

【当日配付】

9 長期計画審議会・起草委員会全体スケジュール（案） 【当日配付】

10 審議会・起草委員会の役割（案） 【当日配付】

11 市報（抜粋） 【当日配付】

冊子 第４次基本構想・後期基本計画 【当日配付】

冊子 第４次基本構想・後期基本計画（概要版） 【当日配付】

冊子
小金井市人口ビジョン
小金井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（概要版）

【当日配付】

冊子 こがねいデータブック 【当日配付】

冊子 平成３０年度小金井市市民意向調査報告書 【当日配付】

冊子 わたしの便利帳 【当日配付】

第２回 12
新たな計画策定に向けた意見書（写）（小金井市まち・
ひと・しごと創生総合戦略等推進委員会提出）

【当日配付】

（7月12日） 13
第５次小金井市基本構想・前期基本計画の構成と検討の
進め方（案）

【当日配付】

14 第５次小金井市基本構想（素案） 【当日配付】

15 将来像について 【当日配付】

16 まちづくりの基本姿勢について 【当日配付】

17 意見シート（委員用） 【当日配付】

小金井市長期計画審議会
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第５次小金井市基本構想・前期基本計画の構成と検討の進め方（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本構想の目的と役割 
２ 基本構想の位置付け 
 
３ 基本構想の背景 

基本構想 基本計画 

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
構
成 

検
討
の
進
め
方 

４ 小金井市の将来像 
 
 

基本構想の期間（令和３年度からの

10年間）において目指す、小金井市

のあり方を示すものです。 

 

 

 

（参考） 

現行計画の将来像 

みどりが萌える・子どもが育つ・ 

きずなを結ぶ 小金井市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まちづくりの基本姿勢 
 
 

将来像の実現に向けて、市役所お

よび市民、団体、事業者のまちづく

りに対する取組姿勢を示すもので

す。 

まちづくりの姿勢は、これまでの基

本構想では３つの姿勢から構成さ

れています。 

 

 

（参考） 

現行計画のまちづくりの基本姿勢 

①市民生活優先のまちづくり 

②参加と協働によるまちづくり 

③総合的なまちづくり 

 

 

 

 

 

3(1) 現行計画の 
進捗 

将来像（住みやすさ・定住志

向の推移）、施策の大綱（４

分野）、計画の推進の観点

での進捗をまとめます。 

3(2) 社会潮流 

社会的・政策的な動向につ

いて、人口、多様性、情報化

社会、持続可能性、安全・安

心、地方自治の観点でまと

めます。 

3(3)小金井市の現状 

市の現状について、人口、財

政、土地利用、公共施設の

観点で統計的にまとめます。 

 

６ 政策の取組方針 
 

将来像の実現に向けた取組の分野で、以下の

６つとなります。基本構想では概要と大きな方

向性を示します。 

 
環境・都市基盤 

分野： みどり、環境、ごみ処理、都市インフラ、

市街地整備など 

地域・経済 

分野： 防災、防犯、商業、農業など 

子ども・教育 

分野： 子育て支援、児童福祉、学校教育など 

文化・生涯学習 

分野： 文化芸術、生涯学習、スポーツ、男女

共同参画、人権、平和など 

福祉・健康 

分野： 地域福祉、健康・保健、高齢者福祉、

障害者福祉など 

行政経営 

分野： 参加・協働、公共施設、行財政改革な

ど 

 

施策 
 

基本計画では、政策ごとに関

連する施策を示します。施策

では、以下の項目を記載する

予定です。 

 
目指す姿 

現状 

課題 

取組の方向性 

指標 

 

第２回長期計画審議会（今回）で素案や資料を提示・検討 

１２月頃開催の第８回審議会（市民懇談会）で素案を市民へ提示 

起草委員会（９月）を中心に検討 

起草委員会

（１～２月） 

を中心に検討 

第６回・第７回審議会（１０月～１１月）で再検討 ⇒素案をまとめる。 

資料１３ 
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第５次小金井市基本構想 
素案 
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１ 基本構想の目的と策定意義・役割 
 

本市では、平成２３年度からの１０年間を計画期間とする「第４次基本構想」において、将来

像「みどりが萌える・子どもが育つ・きずなを結ぶ 小金井市」を掲げ、まちづくりの主体を、市

民、団体及び事業者、そして行政である市を含む「私たち」として位置付け、憲法に保障され

た地方自治の本旨にのっとり、市民のしあわせの増進を図ることを目的とし、その実現に向け

て積極的にまちづくりを進めてきました。 

この間、本市の人口は微増傾向にあり、更なる少子高齢化への対応、公共施設等の老朽

化などの課題に向き合ってきました。そして、市民ニーズの一層の多様化や高度化など、地

方自治体を取り巻く環境は大きく変化していく中で、行政経営資源を計画的かつ有効に活用

することは、次世代に責任を持ち持続可能なまちづくりを進める上で、更に重要になってきてい

ます。また、平成２３年、地方自治法に規定されていた総合計画（基本構想）の策定義務がな

くなり、それぞれの地方自治体が地域の実情に合わせて、主体的に計画を策定する時代を迎

えました。 

このような社会潮流の下、私たちは現状の課題に対して将来を見据え、市民のしあわせの

増進を図るためには、市民ニーズを的確に捉え、目指すべき将来像を共有し、一層の「参加

と協働」によって共に創造していくまちづくりを進めていかなければなりません。そして、更なる

少子高齢化・人口減少に対して、まちへの誇りと愛着を醸成し、選ばれるまちを目指す戦略を

明確にする必要があります。ここに、第４次基本構想の目標年次の到来を機に、新たな基本

構想を策定する目的と意義があります。 

 

【基本構想の役割】 

●第４次基本構想で示した理念を継承し、発展させることを基本として策定するものです。 

●市政活動の総合的かつ計画的な取組の指針となるものです。 

●市民、団体及び事業者が、地域社会において活動をする際の指針となるものです。 
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２ 基本構想の位置付け 
 

（１）計画期間 

基本構想は、令和３年度から令和１２年度までの１０年間を計画期間とします。さらに、この

基本構想を具体化するために、前期基本計画（令和３～７年度）、後期基本計画（令和８～１

２年度）及び実施計画を策定します。 

 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

令和 

７年度 

令和 

８年度 

令和 

９年度 

令和 

１０年度 

令和 

１１年度 

令和 

１２年度 

          

          

          

          

          

          

          

 

 

（２）構成 

市民のしあわせの増進を図ることを目的とし、１０年後の将来像実現のた

め、まちづくりの基本姿勢を踏まえた政策の取組方針を示すものです。 

 

基本構想で定める将来像の実現に向けて、具体的な施策とその取組の

方向性を示すものです。 

 

基本構想・基本計画に基づいて、施策を計画的に実施するため、財政的

裏付けと主な事業の計画年度を示すものです。 

  

第５次基本構想 

前期基本計画 

 

後期基本計画 

 

実施計画 

 

実施計画 

 

実施計画 

 

実施計画 

 

基本構想 

基本計画 

実施計画 
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３ 基本構想の背景 
 

（１）第４次基本構想・基本計画の振り返り 

 ➊ 将来像の基本的な指標の状況   

第４次基本構想では、令和２年度の本市の将来像を「みどりが萌える・子どもが育つ・きずな

を結ぶ 小金井市」を掲げ、私たちが「住みやすい」「住み続けたい」と思い、「住んでみたい」と

思われるまちを目指してきました。 

市民意向調査の結果では、住みやすいと思う人の割合も、住み続けたいと思う人の割合も、

共に増加傾向にあります。 

 
住みやすさの評価の推移 

出典：小金井市市民意向調査（平成２０年度、平成２６年度、平成３０年度） 

 

 
定住志向の推移 

出典：小金井市市民意向調査（平成２０年度、平成２６年度、平成３０年度） 

 

29.7

36.6
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9.1

8.4

3.5

1.6

5.9

4.5

6.2

1.1
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平成26年（N=713）

平成30年（N=629）

（％）

住みやすい どちらかといえば住みやすい やや住みにくい 住みにくい どちらともいえない 無回答・無効

住みやすいと思う人

75.3％

住みやすいと思う人

84.5％

15.7 41.7 29.4 10.0 1.4 1.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成20年（N=700）

（％）

大変住みやすい どちらかといえば住みやすい 普通 やや住みにくい 非常に住みにくい 無効・無回答

住みやすいと思う人

57.4％

38.3

38.5

37.7

41.5

11.1

8.6

2.0 

1.3 

5.2

9.5

5.8

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成26年（N=713）

平成30年（N=629）

（％）

住み続けたい できれば住み続けたい できれば引っ越したい 引っ越したい わからない 無効・無回答

住み続けたいと思う人

76.0％

住み続けたいと思う人

80.0％

34.0 42.4 10.4 2.0 

2.3 

6.1 2.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成20年（N=700）

（％）

永住したい 当分の間住み続けたい できれば移転したい

移転したい 勤務などの都合でいずれ移転する わからない

無効・無回答

住み続けたいと思う人

76.4％
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 ➋ 計画分野ごとの取組状況  

第４次基本構想・基本計画では、将来像の実現に向けて「環境と都市基盤」、「地域と経

済」、「文化と教育」、「福祉と健康」の４分野で施策を推進し、これらを支えるため、「計画の推

進」に取り組んできました。 

 

□施策の大綱（４つの柱）  

環境と都市基盤 

ごみの処理については、他団体の御支援・御協力の下、将来にわたる安定的なごみ処理

体制の確立に努め、更なるごみの減量に向けて取り組んでいます。また、みどりの保全・創出

につながる取組を進めるほか、再開発事業や土地区画整理事業による駅周辺を中心とした

まちづくりやインフラの充実など住環境・生活環境の整備を進めています。 
 

地域と経済 

多様な市民参加を推進するとともに、協働についても新たな拠点整備の検討が行われてい

ます。防災・防犯については、空き家対策も含め、自助・共助・公助のあらゆる面で取組を進

めています。経済に関しては、産業振興プラン、農業振興計画に基づき、東小金井事業創造

センター‘ＫＯ－ＴＯ’の開設や新たな市民農園の開園など、様々な取組を進めています。 
 

文化と教育 

文化や生涯学習については、貫井北センターや市民交流センターなどの拠点整備を進め

てきました。また、小金井平和の日を制定し、戦争や平和を考える機会をつくりました。学校教

育については、更なる質の向上と環境の充実を図るため、明日の小金井教育プランに基づき、

教育内容・教育方法・学習環境の整備・充実などの取組を進めています。 
 

福祉と健康 

福祉については、過去１０年間で更に重要性が増してきている行政分野です。福祉会館の

建設に向けた検討を進めるとともに、地域包括ケアシステム構築の推進、児童発達支援セン

ター「きらり」の開設など、仕組みづくりを進めるとともに、健康の維持促進の取組を進めてきま

した。また、子ども家庭福祉に関しては、待機児童対策、認定こども園の開設や学童保育の

充実など、子育ち・子育ての支援や環境整備を進めています。 
 

□計画の推進  

上記４つの分野の取組を推進するため、市民ニーズを把握し、行政経営を進めてきました。

行財政については、行財政改革プラン２０２０を策定し、取組を進め、公共施設等総合管理計

画を策定し、公共施設マネジメントに基づく施策とその浸透に努めています。また、長年の課

題であった市庁舎建設は、実現に向けた歩みを進めています。  
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（２）社会潮流 

人口減少と少子高齢化  

日本の人口は、現在、減少傾向にあり、将来的にもその傾向が続くと言われています。さら

に、全国的に少子高齢化の傾向が進んでいます。その対策が講じられる中、「人生100年時

代」という考え方も提唱されるようになっています。何歳になっても挑戦し、活躍できることは一

人ひとりのしあわせにつながるものですが、社会的には経済活動の縮小や社会保障ニーズの

高まり、それらに伴う財政負担の増大などが課題となっています。 

 
日本の人口の推移 

※平成２７年までは総務省「国勢調査」、平成３０年は総務省「人口推計」（平成２９年１０月１日現在確定値）、

令和２年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口(平成２９年推計)」の出生中位・

死亡中位仮定による推計結果 

 

多様性の尊重 

個人の価値観、ライフスタイルは多様化してきています。一人ひとりが自分らしく生きるため、

国籍、性、年齢、障がいなど様々な多様性を尊重し、支え合いながら共に暮らすことのできる

社会の実現が求められています。 

 

情報化社会の進展  

過去１０年間で情報環境は様変わりしています。第４次基本構想を策定した平成２３年には、

日本のスマートフォン普及率は29.3％でしたが、いまや７０％を超えています。また、人口知能

（ＡＩ）やロボットによる業務自動化（ＲＰＡ）の活用など、技術的な進展が急速に進んでおり、国

においてはデジタル革新により実現するSociety5.0という新たな社会を提唱しているなど、暮ら

しや働き方が変化しつつあります。 

 

2,979 3,012 2,843 2,553 2,515 2,722 2,751 2,603 2,249 2,001 1,847 1,752 1,680 1,589 1,542 1,507 1,407 1,321 1,246 1,194 1,138 1,077 1,012 951 

5,017 
5,517 6,047 6,744 7,212 

7,581 7,883 8,251 8,590 8,716 8,622 8,409 8,103 
7,629 7,545 7,406 7,170 6,875 

6,494 
5,978 

5,584 5,275 5,028 4,793 

416 
479 

540 
624 

739 

887 
1,065 

1,247 1,489 1,826 2,201 2,567 2,925 
3,347 3,558 3,619 

3,677 
3,716 

3,782 
3,921 

3,919 
3,841 

3,704 
3,540 

5 
7 

4 
33 13 23 48 98 145 

8,411 
9,008 

9,430 
9,921 

10,467 

11,194 
11,706 

12,105 
12,361 12,557 12,693 12,777 12,806 12,709 12,644 12,532 

12,254 
11,913 

11,522 
11,092 

10,642 
10,192 

9,744 
9,284 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000
（万人）

年少人口 生産年齢人口 老年人口 不詳

実績値← →推計値



6 

持続可能な社会の構築  

「持続可能性」の概念は、従前から環境分野において地球温暖化対策などで用いられてき

ましたが、近年では分野を超えた広がりを見せています。その例が、平成２７年に国連サミット

で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧs）です。我が国においても、官民ともに、格差の解

消と環境負荷の軽減に取り組み、持続可能な成長が目標となっています。そのほかにも、人

口減少社会を見据え、「持続可能性」をキーワードとした取組が進められています。 

 

安全・安心への意識の高まり  

近年、大規模災害が多発しており、さらに将来には大地震の発生が予測される中、国にお

いてはソフトとハードの両面で被害の最小化とリスクへの対応を図るため、国土強靭化という考

え方を打ち出しました。ハード面の整備や関係者間のネットワーク化はもとより、地域における

支え合いによる取組や体制構築が求められています。 

 

地方自治の進展  

国において地方分権改革や地方創生を政策として掲げる中、地方公共団体においては今

後ますます住民ニーズを細やかに把握し、地域の実情に合わせたまちづくりが求められます。

そのためには、住民の参加・協働を充実させ、一人ひとりのニーズに応え、多様化・複雑化・

高度化する地域課題の解消に取り組む必要があり、そのためにも、行政情報の積極的な発信

やオープンデータの推進など、透明性の高い行政運営が必要となります。 

 

 

 

 

 

  



7 

（３）小金井市の現状 

 ➊ 人口動態  

本市の人口は、約１２万人をピークに減少へ向かうと見込んでいたところ、平成２９年１０月

に１２万人を超えてからも微増傾向で推移しており、平成３１年４月時点で121,629人になって

います。 

ただし、過去１０年間、老年・生産年齢・年少人口の全ての年齢区分で増加しているものの、

老年人口の増加率が約２１％と最も大きくなっており、高齢化率は２割を上回っています。近

年合計特殊出生率が低下してきていることから、高齢化と少子化は更に進行していくものと考

えられます。 

今後、生産年齢人口を維持するためには、特に転出入の人数が多い２０代から３０代の転

入維持と転出抑制が課題です。 

 
小金井市の年齢３区分別人口の推移と比率 

出典：住民基本台帳（各年４月１日） 

 
５歳階級別転出入数 

出典：住民基本台帳人口移動報告（平成３０年） 
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 ➋ 財政  

本市は、交通アクセスの良さ、閑静な住環境、豊かな自然や大学などの教育機関が集まり、

暮らしやすい環境を強みとして発展してきたこともあり、歳入構造の約半分を市税収入が占め

ています。一方、歳出では、扶助費が年々増加しており、さらに、待機児童解消など子育て環

境の充実、老朽化した公共施設の計画的な整備などの重要課題に対応し、市民サービスを

維持向上していかなければなりません。したがって、依然として厳しい財政状況にあり、持続可

能な財政基盤の構築が課題です。 

 

扶助費・経常収支比率の推移 

出典：こがねいデータブック２０１８ 

 

 ➌ 土地利用  

本市は、おおむね４km四方で、面積は11.30k㎡です。全体の約６割を宅地が占めており、

農用地、公園・緑地は合わせて２割弱、残りの２割弱が道路などとなっています。特徴として、

宅地面積のうち住宅用地が約８割と非常に多く、閑静な住宅地を形成しています。また、本市

は、東西・南北の主要な道路が人と物の動線となるとともに、駅周辺には商業施設が集積す

るなど、生活利便性の高い地域構造となっています。加えて、南北の大規模な都立公園と玉

川上水・野川が潤いの空間を形成しています。したがって、みどりの保全を始めとした良好な

住環境の維持と、利便性の高い拠点の整備が課題です。 

 

 ➍ 公共施設  

本市では、高度経済成長期の急激な人口増加を背景として、小中学校や公共下水道を始

めとする多くの公共施設等を比較的短期間のうちに整備してきました。現在では、約６割以上

の建築系公共施設が築３０年以上を経過しているほか、道路や公共下水道なども老朽化が

進んでいます。 
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将来、人口の減少が見込まれる中、このまま全ての公共施設を維持することは大変難しく、

公共施設の総量抑制を基本に、計画的な施設更新、適切な維持管理、資産の有効活用に

よる市民サービスの向上に向けた取組を推進することが課題です。  
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４ 小金井市の将来像 
 

（仮） 
多いぞ緑 増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市 

 

小金井市の魅力のひとつは、水とみどりに恵まれた豊かな自然です。 

それら自然はもちろん地理的・歴史的に形成されたものではありますが、 

まちが発展する中でも守られてきたのは市民の努力の賜物です。 

これからも「私たち」が、豊かな自然を守り、育てていきます。 

このような「私たち」の主体的な活動、そして行政との参加と協働は、 

自然を守ることにかぎらず、様々な分野で取り組まれ、 

新たな魅力が生み出されると期待されます。 

そしてまた、人々は笑顔になり、絆が結ばれていくものと考えます。 

 

住みやすく、そして住み続けたいと思える小金井市であり続けるため、 

誰もが笑顔で暮らすことができ、 

また地域とのつながりを感じ、そして助け合い、支え合いながら、 

「しあわせ」を感じられるまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来像 

多いぞ緑 増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市（仮） 

まちづくりの基本姿勢 

みんながしあわせになるまちづくり                     
みんなで進めるまちづくり                         
みらいにつなげるまちづくり                           

政策 
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５ まちづくりの基本姿勢 
 

私たちが、将来像の実現に向けたまちづくりに取り組むに当たっての基本的な姿勢を明らか

にしたものです。これらを念頭に置いて、基本構想・基本計画に示す政策・施策を進めていき

ます。 

 

 

 みんながしあわせになるまちづくり                     

まちづくりは、市民一人ひとりを尊重し、「しあわせな生活」を実現するものです。市民の生活

を守り、安定・発展させることを最優先としたまちづくりに取り組みます。 

 

 

 
 みんなで進めるまちづくり                         

まちづくりは、市、市民、団体、事業者の参加と協働に基づく市民自治により実現するもので

す。本市への愛着や誇りを育み、お互いに理解し、尊重し合いながら、まちづくりに取り組みま

す。 

 

 

 みらいにつなげるまちづくり                           

まちづくりは、現在だけでなく、次の世代にとっても豊かで暮らしやすいまちを目指し、進める

ことが大切です。将来へ向けて希望の持てる、持続可能で活力あるまちづくりに取り組みます。 
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６ 政策の取組方針 
 

将来像の実現に向けた、私たちが取り組む６つの政策と、その取組方針を示します。 
 

 

環境・都市基盤                  

  

６つの政策ごとに、 
その取組方針などを記載します。 

 
内容については、 

今後起草委員会にて検討していきます。 



1 

１ 基本構想の目的と役割 
 

（１）目的 

基本構想の策定は、本市において活動の主体となる市民、団体及び事業者（以下「市民」

という。）、そして行政である市を含む「私たち」が、地方自治の本旨にのっとり、市民のしあわ

せの増進を図ることを目的とします。 

 

 

（２）役割 

●第４次基本構想で示した理念を継承し、発展させることを基本として策定するものです。 

●市政活動の総合的かつ計画的な取組の指針となるものです。 

●市民、団体及び事業者が、地域社会において活動をする際の指針となるものです。 

 

 

１頁 別案 



第２回小金井市長期計画審議会                令和元年７月１２日 

 

将来像について 

 

１ 将来像とは 

  基本構想の取組により実現を目指す、 

１０年後（令和１２年度）における小金井市の将来像 

 

２ 過去の将来像 

 （第１次） 緑ゆたかないきいきとした 文化都市こがねい 

 （第２次） 緑ゆたかないきいきとした 文化都市こがねい 

 （第３次） 元気です 萌えるみどりの小金井市 

 （第４次） みどりが萌える・子どもが育つ・きずなを結ぶ 小金井市 

 

３ 検討に向けて 

⑴ 子ども懇談会（令和元年５月２２日開催） 

●市立中学校の中学生たちが考えた案・提案理由 

➀小金井の桜 東京の湧水 日本のとき 

小金井といえば、桜、湧水、標準時刻の３つではないでしょうか？その中でも、桜は

小金井の誇り、湧水は「東京の湧水５７選」にも選ばれ、とき・標準時刻は、日本の

ときが決まるとして知られています。この３つは小金井の誇りです。 

➁自然を守ろう 笑顔を育てよう 夢をはぐくむ町 小金井 

町の近代化や便利性を求め自然破壊が進んでいるとよく聞く。その中で、小金井市が

先頭を切り、自然を守ることができたら良いなと思った。自然を守ることで 住みや

すい生活をすることができ、人々にも笑顔があふれると思う。他の地域で小金井市を

理想とした街づくりをしてもらえるようにしていきたい。 

➂多種多様な人がつながるまち 

色々な世代がつながりを持てることはもちろんだが、２０２０年には東京オリンピッ

クがあり、外国人も来るため、その人たちとのつながりを深めることを意識するため。 

➃育つ子どもは桜とともに未来へ羽ばたく小金井市 

武蔵小金井駅の周りは、どんどん発展していき、街の様子も大きく変わるでしょう。

しかし、桜に代表されるこの街の美しい自然の風景が残り続け、この豊かな自然の中

で育つ恵まれたこどもたちが、これからもたくさん生まれることを願い、キャッチフ

レーズを考えました。 

➄桜が子どもに笑うまち 

桜が子どもに笑いかけるように、明るく自然豊かな街にしたいという願いを込めまし

た。 

➅桜が子どもと育つまち 

桜に代表される自然とともに、たくさんの子どもが育つことを願い、このキャッチフ

レーズを考えました。 

➆多いぞ緑 増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市 

小金井市は、緑がとても多く、子供からお年寄りまで、とても健康的に生活できます。

これからの小金井市は、さらに笑顔が増え、絆が強くなることを願っています。 

 

資料１５ 
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➇強い地域の絆・豊かな自然・満開の笑顔咲く 小金井市 

近年相次いで起こる災害や大事件、身近で起こりうる詐欺など、どんなことにも負け

ない強い地域の絆を持つ小金井市であってほしい。小金井公園や野川公園などの雄大

で豊かな自然や市内の緑がこれからも絶えずにつながれていってほしい。小金井市の

象徴でもある桜のように美しく満開の笑顔がたくさん咲き続けてほしい。以上 3 つの

願いを込めてこのキャッチフレーズにしました。 

➈豊かな自然、あたたかな人、笑顔あふれる 小金井市 

緑豊かな小金井市の環境が 11 年後もこのまま続き、あたたかな人々とのつながりを

大切にする。また、小金井市民が笑顔でいられるといいなという思いを込めました。 

➉ゆりかごから墓場まで 

お年寄りから、赤ちゃんまで、誰もが一生暮らしていける町にしたい。進学や就職を

機に一度市を離れても、”帰ってきたくなる町”にして欲しいです。 

⑪桜が映える、緑豊かな 笑顔あふれる小金井         

「桜が映える」というフレーズが素敵だと思った。 

最近、小金井もどんどん家などが建設されていっているが、そんな中でも緑を大切に

していきながら、もっと笑顔があふれる市になってほしい。 

⑫桜咲く 笑顔咲く 小金井市 

リズムが良い。 

桜が咲くように、小金井市民の笑顔も咲いてほしい。 

 

⑵ 長期総合計画策定研究会 

 ⬤係長以下の若手職員の会議体で、１２案に対し投票した上位３案 
将来像案 

１位 ➆多いぞ緑 増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市 

（修正案）  

増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市 

多いみどり 増える笑顔 たくさんの絆 

多いぞ緑 増えたぞ笑顔 強いぞ絆 小金井市 

２位 ➃育つ子どもは桜とともに未来へ羽ばたく小金井市 

   （修正案） 

桜とともに 未来へひろがる 小金井市 

桜とともに 未来へ羽ばたく 小金井市 

子どもが桜とともに未来へ羽ばたくまち 小金井市 

３位 ➈豊かな自然、あたたかな人、笑顔あふれる 小金井市 
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基本構想イメージ ※デザインは暫定です。 

 

４ 小金井市の将来像 
 

多いぞ緑 増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市 

 

小金井市の魅力のひとつは、水とみどりに恵まれた豊かな自然です。 

それら自然はもちろん地理的・歴史的に形成されたものではありますが、 

まちが発展する中でも守られてきたのは市民の努力の賜物です。 

これからも「私たち」が、豊かな自然を守り、育てていきます。 

このような「私たち」の主体的な活動、そして行政との参加と協働は、自然を守ることにかぎら

ず、様々な分野で取り組まれ、新たな魅力が生み出されると期待されます。 

そしてまた、人々は笑顔になり、絆が結ばれていくものと考えます。 

 

住みやすく、そして住み続けたいと思える小金井市であり続けるため、 

誰もが笑顔で暮らすことができ、また地域とのつながりを感じ、 

そして助け合い、支え合いながら、 

「しあわせ」を感じられるまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多いぞ緑 増えるぞ笑顔 創ろう絆 小金井市 

将来像 

          まちづくりの基本姿勢 
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４ 小金井市の将来像 

育つ子どもは桜とともに未来へ羽ばたく小金井市 

 

桜に代表される豊かな自然は、小金井市が都市として発展していく中でも、 

「私たち」が守り、育んできた資産です。 

そして、豊かな自然はまちの魅力となり、多くの人々を惹きつけるようになっています。 

豊かな自然を育んできた「私たち」の主体的な活動、そして行政との参加と協働は、 

様々な分野でも発揮されることが期待されます。 

もちろん子どもが育っていくプロセスにも「私たち」ができることはあるはずです。 

地域総がかりで子どもに関わることは、子どもに多くのことをもたらします。 

そして、そのように育った子どもはいずれまちの担い手となってくれることでしょう。 

 

住みやすく、そして住み続けたいと思える小金井市であり続けるため、まちを想い、住民同士で

思いやり、関わり合いながら、「しあわせ」を次の世代につなぐまちを目指します。 

 

 

 

 

 

４ 小金井市の将来像 

豊かな自然、あたたかな人、笑顔あふれる 小金井市 

 

市街地・住宅地として整備されている都市環境と、 

水とみどりに恵まれた豊かな自然が共存していることは、小金井市の魅力です。 

多くの人々を惹きつけてきたこの魅力は、これからも「私たち」が守り、育てくべきものです。 

「私たち」自身も、小金井市の魅力です。「私たち」は、誰もをあたたかく迎え入れ、 

おたがいにつながり、支え合う地域コミュニティを形成してきました。 

この魅力は緑よりも深く、市民はもとより、小金井市に訪れる人々をも包み込むものです。 

そして、この魅力こそ、笑顔を増やすのではないでしょうか。 

 

住みやすく、そして住み続けたいと思える小金井市であり続けるため、 

誰に対してもあたたかなまちであり続け、 

多くの人が優しさと安心を感じながら笑顔を過ごすことのできるまちを目指します。 
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まちづくりの基本姿勢について 

 

 

１ まちづくりの基本姿勢とは 

  将来像の実現に向けて、取組を進めるにあたっての基本的な姿勢 

 

２ 過去の基本姿勢 

（第１次） ➀市民生活の優先    （第２次） ➀市民生活優先の原則  

      ➁公共計画の先導          ➁公共計画先導の原則     

      ➂市民参加の推進          ➂市民自治確立の原則            

  ➃自治権の拡充 

 

（第３次） ➀市民生活の優先    （第４次） ➀市民生活優先のまちづくり  

      ➁公共計画の先導          ➁参加と協働によるまちづくり 

      ➂市民自治による推進        ➂総合的なまちづくり    

 

３ 基本姿勢 市作成案 

みんながしあわせになるまちづくり                    
まちづくりは、市民一人ひとりを尊重し、「しあわせな生活」を実現するものです。市

民の生活を守り、安定・発展させることを最優先としたまちづくりに取り組みます。 

 

  みんなで進めるまちづくり                        
まちづくりは、市、市民、団体、事業者の参加と協働に基づく市民自治により実現

するものです。本市への愛着や誇りを育み、お互いに理解し、尊重し合いながら、

まちづくりに取り組みます。 

 

 みらいにつなげるまちづくり                          
まちづくりは、現在だけでなく、次の世代にとっても豊かで暮らしやすいまちを目指し、

進めることが大切です。将来へ向けて希望の持てる、持続可能で活力あるまちづく

りに取り組みます。 

 

 

４ 備考 

長期総合計画策定研究会（係長以下の若手職員の会議体）で検討した意見を踏ま

え、市の案としてとりまとめたもの。 

資料１６ 
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小金井市長期計画審議会 
 

意見シート（委員用） 

欠席した回：第   回（令和  年  月  日開催） 

 

◆欠席した回における長期計画審議会の議題について、資料等をご覧いただき、何かご意

見がございましたら、以下にご記入いただき、事務局（企画政策課）へ提出してくださ

い。次の会議で資料として配付します。 

  

                                        

 

                                          

 

                                          

 

                                          

 

                                          

 

                                          

 

                                          

 

                                          

 

                                          

 

                                         

 

 

提出日    年   月   日  

 

氏 名               

※原文のまま配付しますので、氏名についても公開

の対象となります。 

※公序良俗に反する内容や個人情報に関する内容

等の場合、配布しません。 
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